
減税日本ナゴヤの不祥事が議会の信用を失墜
減税日本代表の河村市長が責任持った対応を（9月14日）

減税日本ナゴヤ以外の全53議員で要請

9月14日朝、減税日本ナゴヤ以外の全議員53名の連名

で、「河合優議員を公認した責任を自覚し、河合優議

員の進退について責任を負うことを強く要請する」内

容の要請書を、減税日本代表の河村たかし市長に手渡

しました。

河村代表は「１週間ほど前に（河合議員に）会う段

取りだったが、キャンセルになった。話ができるよう

にしたい」と答えました。

市長の本会議答弁はまるで他人事

その直後の本会議で、河合議員に対する対応を追及

された市長の答弁は、本当に責任を自覚しているかと

いうようなものでした。河合議員を公認した経緯は、

「平成22年12月23日、公認について評価する会が開か

れ、支援団体の幹部６名で面接した。河合議員は２位

だった。私は面接していない」（自民党市議への答弁）

とか、「市民の信託がなければ、辞めることを自ずと

考えられる」（民主党議員への答弁）というもの。市

長と政党代表の立場を使い分けているとしても、他人

事のような答弁でした。

減税日本ナゴヤは自らの責任で解決を

河村代表への要請に、減税日本ナゴヤ市議団は加わ

りませんでした。自ら招いた議会の混乱は、自らの責

任で解決すべきなのに、減税ナゴヤにはそれができな

いため、議会として異例の要請となったのです。減税

日本ナゴヤの責任を自覚すべきです。
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名古屋市会の正常化に関する要請書
平成24年9月14日

減税日本

代表 河村たかし 様

昨年、政令指定都市では初となる市議会解散リコールが成立し、その後の出直し市議会議員選挙では、河村

たかし氏が代表を務める減税日本から新たな議員が誕生し、減税日本ナゴヤが名古屋市会での最大会派を結成

することとなった。

しかしながら、出直し市議会議員選挙後の新たな名古屋市会では、減税日本ナゴヤ所属議員のたび重なる不

祥事により、議会が混乱し、名古屋市会及び市会議員に対する市民の信頼を大いに損なわせる事態となってい

る。

名古屋市会では、議会の正常化を期すため7月2日には各会派団長による異例の議会運営委員会参与会を開催

し、減税日本ナゴヤに対して厳重注意を行った。しかしながら、その直後も、減税日本ナゴヤ所属議員であっ

た河合優議員による数々の不祥事・事件が判明し、市民の名古屋市会及び市会議員に対する信頼が大いに損な

われる事態が続いている。一方、河合優議員は自らが起こした事態について何ら反省することなく、議員を辞

職するつもりは

ないとしている。

我々名古屋市会議員は、名古屋市会への市民の信頼を取り戻すため、減税日本の責任者である河村たかし代

表に対し、河合優議員を公認した責任を自覚し、河合優議員の進退について責任を負うことを強く要請すると

ともに、本件に対する河村たかし代表の明確な回答を求める。
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